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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年6月21日(2010.6.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　空間処理動作のフィルタリング組み合わせを決定する方法であって、前記フィルタリン
グ組み合わせ

【数１】

は、時間及び三次元空間での初期音場を表す係数により形成される初期音場表現
【数２】

に適用されることによって、時間及び三次元空間でのその音場を表す係数により形成され
る修正音場表現
【数３】

を提供し、前記方法が、
　少なくとも１つの方向性関数からなる組によって前記処理動作を定めるステップ（２）
と、
　－各方向性関数の球面調和係数を確立するステップ（４）と、
　－前記球面調和係数から前記フィルタリング組み合わせを決定するステップ（６）と、
を備えた、方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１０】
　初期音場に空間処理動作を適用する方法であって、
　－初期音場表現を確立するステップであって、該初期音場表現は、時間および三次元空
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間での前記初期音場を表す係数により形成される、ステップと、
　－前記処理動作のフィルタリング組み合わせを、請求項１から９のいずれかに記載の方
法にしたがって決定するステップと、
　－前記フィルタリング組み合わせを前記初期音場表現に適用するステップと、
を備えた、方法。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１１】
　初期音場に空間処理動作の組み合わせを適用する方法であって、
　－初期音場表現を確立するステップであって、該初期音場表現は、時間および三次元空
間での前記初期音場を表す係数により形成される、ステップと、
　－各処理動作のフィルタリング組み合わせを決定するステップであって、前記フィルタ
リング組み合わせは、前記初期音場表現に適用されることによって、時間及び三次元空間
でのその音場を表す係数により形成される修正音場表現を提供し、少なくとも１つの処理
動作の前記フィルタリング組み合わせは、請求項１から９のいずれかに記載の方法によっ
て実現される、ステップと、
　－各処理動作の前記フィルタリング組み合わせを組み合わせることによって全フィルタ
リング組み合わせを決定するステップと、
　－前記全フィルタリング組み合わせを前記初期音場表現に適用するステップと、
を備えた、方法。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１２】
　請求項１１記載の方法において、少なくとも１つの処理動作は、回転処理であり、
　前記方法は、さらに、
　－前記回転を表すパラメータ(θ,φ,ψ)による前記回転処理の前記フィルタリング組み
合わせを、
【数１８】

にしたがって決定ステップを含み、ここで、
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【数１９】

ここで、
【数２０】

ここで、

【数２１】

【数２２】

【数２３】

である、方法。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１３】
　空間処理動作のフィルタリング組み合わせを決定するデバイスであって、前記フィルタ
リング組み合わせ

【数２４】

は、時間及び三次元空間での初期音場を表す係数により形成される初期音場表現
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【数２５】

に適用されることによって、時間及び三次元空間でのその音場を表す係数により形成され
る修正音場表現
【数２６】

を提供し、前記デバイスが、
　－少なくとも１つの方向性関数からなる組によって前記処理動作を定める手段と、
　－各方向性関数の球面調和係数を確立する手段と、
　－前記球面調和係数から前記フィルタリング組み合わせを決定する手段と、
を備えた、デバイス。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　本発明は、音場表現を処理し、音場の少なくとも空間処理に対応するこの処理の適用に
よって修正した表現を得る方法に関し、
　－時間および三次元空間での音場を表す１組の係数の形態での、音場の初期表現の確立
と、
　－処理動作に対応し、初期表現の係数に適用するフィルタリングの組み合わせによって
修正した表現の確立と、
を備え、処理動作を定めるステップを更に備えており、このステップが、
　－球面調和に基づく関数の分解に対応する１組の係数の形態で、処理動作を表す１組の
方向性関数を確立するステップと、
　－分解に基づいてフィルタリングの組み合わせを決定し、このように定められたフィル
タリングの組み合わせを初期表現の係数に適用するステップを実施して、修正表現を得る
ステップと、
を備えたことを特徴とする。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　また、本発明は、音場表現を処理し、音場の少なくとも空間処理に対応するこの処理の
適用によって音場の表現を得るデバイスにも関し、このデバイスは、時間および三次元空
間での音場を表す１組の係数の形態で、音場の初期表現を入力として受け取り、初期表現
の係数に適用する処理に対応するフィルタリングの組み合わせによって修正した表現を出
力として供給し、前述のデバイスは、処理動作を定める手段を備え、この手段が、
　－球面調和に基づく方向性関数の分解に対応する１組の係数の形態で、処理動作を表す
１組の方向性関数を確立する手段と、
　－フィルタリング手段（８０）による使用のために、分解に基づいてフィルタリングの
組み合わせを決定し、初期表現の係数を入力として受け取り、修正表現を出力として供給
する手段と、
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を備えたことを特徴とする。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
で示される位置は、空間座標(r,θ,φ）によって記述され、ここでrは原点に対する距離
を示し、θは垂直面における方位、そしてφは水平面における方位を示す。
　このような座標系では、p(r,θ,φ,t)で示される音圧が各時点ｔにおいて全ての点で定
められる場合、音場が分かる。音圧のフーリエ変換は、P(r,θ,φ,f)で示され、ここでｆ
は周波数を示す。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　本発明の方法は、あらゆる音場を時間および三次元空間で記述することを可能にする空
間時間関数の使用に基づく。
　記載する実施形態では、これらの関数は、第１種の球面フーリエ－ベッセル関数として
知られており、以後フーリエ・ベッセル関数と呼ぶことにする。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　この式において、項Pl,m(f)は、音場p(r,θ,φ,t), 
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
によって定められる第１種および次数lの球面ベッセル関数であり、Jv(x)は第１種および
次数vの球面ベッセル関数であり、
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　処理動作を定めるステップ２は、処理動作を表す１組の方向性関数を確立するステップ
４を含む。
　方向性関数とは、任意に周波数または周波数範囲の関数である実数値または複素数値を
、空間における各方向と関連付ける、G(θ,φ,f)で示される関数を意味する。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７



(6) JP 2006-500809 A5 2010.8.5

【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　いずれの方向性関数G(θ,φ,f)でも、球面フーリエ変換によって、Gl,m(f)で示される
球面調和係数に分解する。つまり、以下の式にしたがって、逆球面フーリエ変換によって
、球面フーリエ係数Gl,m(f)から方向性関数G(θ,φ,f)を得るのである。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　この文書の残りの部分では、方向性関数は、直接空間におけるその数式G(θ,φ,f)、ま
たは球面フーリエ係数Gl,m(f)の形式で示す場合もある。
　この１組の方向性関数は、ステップ４の終了時に、球面調和に基づいた方向性関数の分
解に対応する１組の係数の形態で得られる。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　この処理を適用することに関して、本方法は、１組の係数の形態で音場の初期表現を確
立するステップ８を含む。この音場の初期表現は、当該音場を時間および三次元空間で表
す。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　ステップ１０では、定めた処理によって修正した初期音場の時間および三次元空間の表
現に対応する修正表現を、フーリエ－ベッセル係数と呼ばれる１組の係数の形態で生成す
ることが可能となる。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　１組の方向性関数の各方向性関数Gl,m(f)毎に、この変換サブステップは数種類の方法
で実行することができる。
　例えば、Ｑ個の仮想音源の位置、およびこれら音源の各々の周波数応答を指定するパラ
メータHq(f)を指定するパラメータ(rq,θq,φq)に基づいて、方向性関数Gl,m(f)を定める
。放射モデルが各仮想音源に伴うので、これらの音源全体が生成する音場のフーリエ－ベ
ッセル係数での表現は、方向性関数をその音場に関連付けることができると仮定する。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００５５】
である。
　ある変形では、この計算は、Ｑ個の音源の方向を指定するパラメータ(θq,φq)に基づ
いて実行する。その場合、平面波放射モデルが各音源に伴い、方向性関数Gl,m(f)は以下
の式によって得られる。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　その場合、方向性関数Gl,m(f)の係数は、パラメータ・モデルを用いることによって決
定する。モデルのパラメータは、ベクトルγ(f)内に置かれ、方向性関数のパラメータ・
モデルをG(θ,φ, γ(f))と書く。方向性関数Gl,m(f)の係数は、以下の式にしたがって、
球面フーリエ変換G(θ,φ, γ(f))によって得られる。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　例えば、パラメータ・モデルは、単一のローブを有する方向性関数に対応する場合もあ
る。このモデルは、ローブの方向を指定するパラメータ(θ1(f),φ1(f))と、ローブの開
放角度を指定するパラメータθ0(f)とによって制御される。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　このように、パラメータ・モデルは、いずれの方向にも値０を有し、各方向(θ,φ)に
対して値１を有する方向性関数であり、以下の関係を証明する。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
ここで、(θ1(f),φ1(f)) . (θ,φ)は、方向(θ1(f),φ1(f))および(θ,φ)間のスカラ
ー積を示す。
　その場合、方向性関数の係数Gl,m(f)は以下の式で示される。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　次いで、周波数ドメインにおいて表される方向性関数の係数Gl,m(f)を、係数gl,m(t)の
時間フーリエ変換によって求める。
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　更に別の場合では、方向性関数をＱ個のサンプルのリストという形態で定める。このリ
ストは、Ｑ対の{((θq,φq), vq)}で構成され、(θq,φq)はサンプルｑの方向であり、 v

qは方向(θq,φq)における方向性関数の値である。サンプルのリストは、複数の周波数ｆ
について取得することができる利点があり、{((θq,φq), vq)}(f)で示される。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　各動作周波数ｆについて、方向性関数の係数Gl,m(f)をサンプル{((θq,φq), vq)}(f)
のリストから導出する。これらの係数を求めるには、角度サンプリング・プロセスを逆に
行うことにより、球面調和係数の形態で供給される方向性関数に基づいて、リスト{((θq

,φq), vq)}(f)からのサンプルの導出を可能にする。この逆行は、サンプル間の内挿補間
を制御するために、種々の形態を取ることができる。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８６】
　ある変形では、サンプルのリストを複数の時点ｔについて取得することができ、{((θq

,φq), vq)}(t)で示す。
　取得した時点ｔ毎に、時間ドメインで表した方向性関数の係数gl,m(t)をサンプル{((θ

q,φq), vq)}(t)のリストから導出する。これらの係数を求めるには、角度サンプリング
・プロセスを逆に行うことにより、球面調和係数の形態で供給される方向性関数に基づい
て、リスト{((θq,φq), vq)}(f)からのサンプルの導出を可能にする。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２６】
である。
　この処理動作は、空間窓処理に対する時間フィルタの適用に対応する。何故なら、球面
調和係数Gl,m(f)は方向性関数G(θ,φ,f)に対応するからである。同様に、初期音場のフ
ーリエ－ベッセル係数P(I)l,m(f)は、方向性関数P(I)(θ,φ,f)の球面調和係数に対応す
る。したがって、空間窓処理に時間フィルタリングを適用することによって、周波数ｆ毎
に、方向性関数G(θ,φ,f)による方向性関数P(I)(θ,φ,f)の窓処理がなされ、これら２
つの方向性関数の値の各方向(θ,φ)毎の乗算に対応し、２つの方向性関数の値は複素数
となることができる。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２７】
　前述のように、音場に適用する処理は、音場を生成すると見なされる１組の仮想音源の
全部または一部の振幅、距離、およびスペクトルを修正する効果がある。
　方向性関数G(θ,φ,f) は、周波数とは独立であってもよく、その場合G(θ,φ)で示す
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。すると、処理は、空間のみとなり、周波数ｆ毎の、方向性関数P(I)(θ,φ,f)と方向性
関数G(θ,φ)との積に対応する。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４１】
　初期音場のフーリエ－ベッセル係数P(I)l,m(f)は、方向性関数P(I)(θ,φ,f)の球面調
和係数としても見なされる。つまり、空間畳み込みと時間フィルタリングによって、各周
波数ｆ毎に、方向性関数P(I)(θ,φ,f)の方向性関数G(θ,φ,f)による空間畳み込みが行
われ、これは、各周波数ｆにおいて、方向性畳み込みカーネルと見なされる。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４２】
　記載中の実施形態では、畳み込みを適用する際に方向(θ0,φ0)を考慮し、次いで畳み
込みカーネルG(θ,φ,f)を回転させ、その北極（θ＝０、およびφ＝０の垂直方向）を(
θ0,φ0)に移動させる。方向(θ’,φ’)において修正音場P(T)(θ,φ,f)の値を求めるた
めに、回転したカーネルの方向(θ’,φ’)における値を、方向(θ0,φ0)におけるP(I)(
θ,φ,f)の値と乗算し、これらの積を、方向(θ0,φ0)の全てについて、互いに加算する
。
【誤訳訂正３０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４８】
　方向性関数G(θ,φ,f)は、周波数とは独立であってもよく、その場合G(θ,φ)で示す。
すると、処理は、空間のみとなり、各周波数ｆ毎に、方向性関数G(θ,φ)による、初期音
場に伴う方向性関数P(I)(θ,φ,f)の畳み込みに対応する。
【誤訳訂正３１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４９】
　加えて、本発明の方法は、回転処理も実行することができる。しかしながら、その場合
、方向性関数を用いず、本方法は、原点Ｏを中心とした音場の回転を表すパラメータ(θ,
φ,ψ)を必要とする。
【誤訳訂正３２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５０】
　したがって、処理動作が回転である場合、フィルタリングの組み合わせは、以下の関係
にしたがって、音場の回転を表すパラメータ(θ,φ,ψ)から決定される。
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【誤訳訂正３３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６２】
である。
　この関係では、角度θ、φおよびψに用いられる規則は、軸（ＯＺ）を中心とした角度
ψにわたる回転、次いで軸（ＯＹ）を中心とした角度θにわたる回転、そして軸（ＯＺ）
を中心とした角度φにわたる回転を行うことから成る。
【誤訳訂正３４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１７８】
を直接適用する。フィルタリングの組み合わせを決定するステップ６は、他のフィルタリ
ング方法のためにフィルタのパラメータを決定する変換サブステップ３２を含むという利
点がある。
【誤訳訂正３５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８９】
から計算した無限インパルス応答を有する再帰フィルタの係数。
　ステップ２で定めた少なくとも空間処理を表す処理フィルタをそれに適用することによ
って、このように定めたフィルタリングの組み合わせを、フィルタリングの組み合わせを
適用するステップ１０において適用し、初期表現P(I)l,m(f)を修正表現に変換する。修正
表現は、P(T)l,m(f)で示され、修正音場に対応する。
【誤訳訂正３６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１９２】
を適用することによって、修正表現P(T)の係数に対応する係数p(T)l,m(t)を、初期表現P(
I)の係数に対応する係数p(I)l,m(t)から導出する。
【誤訳訂正３７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２１５】
　しかしながら、この実施形態では、パラメータを決定するステップ２０は、パラメータ
λも決定することができる。パラメータλは、０と１との間で調節することができ、適用
する最終処理と、ステップ５によって決定する公称処理との間の類似性、即ち、実行する
歪みの相対的な大きさを指定する。
【誤訳訂正３８】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】０２１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２１６】
　したがって、λが１に等しい場合、歪みのみを考慮に入れ、λが０に等しい場合、ステ
ップ４において決定した処理のみを考慮に入れる。
図３を参照しながら説明した実施形態におけると同様、フィルタリングの組み合わせを決
定するステップ６は、計算サブステップ３０を含む。計算サブステップ３０は、前述のよ
うに実行され、ステップ４において決定した１組の方向性関数によって決定される公称処
理の適用に対応する１組のフィルタリングの組み合わせから成るマトリクスＣを供給する
ことができる。
【誤訳訂正３９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２０】
は、{(Hl,m,n(f),H’l,m,n(f))}で示される歪み対およびパラメータλに基づいて修正さ
れ、出力として、公称処理および歪みを含む処理を表し、初期表現の係数に適用するフィ
ルタリングの組み合わせ
【誤訳訂正４０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２３８】
　記載中の実施形態は、マトリクス反転方法を用い、次の関係にしたがって、サブステッ
プ５０においてマトリクスＦを決定する。
　F= ( (1-λ) C+ λH’ HT ) ( (1-λ) I+ λH HT )-1

ここで、Iはサイズが(L+1)2の恒等マトリクスを示す。
【誤訳訂正４１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２３９】
　λが１に等しく、Ｎ≦ (L+1)2の場合、マトリクスＦは次の式で示される。
　F= C+ (H’ - C H ) ( HT H )-1 HT

　マトリクスＦでは、係数
【誤訳訂正４２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２４７】
　パラメータλが０に等しい場合、歪みを適用せず、計算サブステップ３０において決定
したフィルタイリング結合は、処理を表すフィルタリングの組み合わせに直接対応する。
このようにパラメータ化すると、本実施形態は、図３および図４を参照して説明した第１
実施形態に対応する。
【誤訳訂正４３】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２５１】
　本実施形態は、λが１に等しく、公称処理が中立処理である場合における、前述の実施
形態の簡略化である。
　したがって、本発明の方法によって、処理動作を表し、球面調和に基づいたこれらの関
数の分解に対応する１組の係数の形態で表される１組の方向性関数の使用により、高いレ
ベルの精度を有する音場表現に対して、多種多様の処理動作の適用が可能となる。
【誤訳訂正４４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６４】
で示される１組の定数の全部または一部、および
　－実行する歪みの大きさを指定するパラメータλ。
　デバイス６０は、これらのパラメータの全部または一部、特に１組の定数を格納するこ
とができるメモリを備えているという利点がある。例えば、このようなメモリは、複数の
組の定数を備えており、各々が処理動作に対応し、複数から選択した１組の定数を、処理
動作を表すパラメータＳの関数として用いる。
【誤訳訂正４５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６６】
　モジュール６２、６４および６６によって与えられる係数は、重み係数を形成し、モジ
ュール７２において線形結合の係数として用いられるという利点がある。
　デバイス６０が歪み処理も用いる場合、モジュール７２によって供給されるフィルタリ
ングの組み合わせの修正による歪みモジュール７４を備え、本方法のサブステップ５０を
実施する。このモジュールは、入力として、適用する歪みを表す歪み対、および前述のよ
うに用いられる歪み効果を表すパラメータλを受け取る。
【誤訳訂正４６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２６９】
これらのフィルタ・パラメータ、または直接的に、フィルタリングの組み合わせをフィル
タリング手段８０に適用する。フィルタリング手段８０は、前述の方法のステップ１０を
実施し、入力として、時間および三次元空間における当該音場を表す１組の係数の形態で
、音場の初期表現を受け、先に定めた処理によって修正した初期音場に対応する修正表現
を得るために決定したフィルタを適用する。
【誤訳訂正４７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０２７３】
　デバイス６０は、音場を取得する手段と、その音場を時間および三次元空間で１組の係
数の形態で表し、音場の初期表現を得る手段とを備えた音響システムに統合すると有利で
ある。このようなシステムは、制御手段によって制御される再生ユニットも備えており、
入力として、音場の修正表現を受け取り、修正音場の再生を得るために、再生ユニットを
制御する。
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